
抽
出
し
、
そ
れ
を
時
代
ご
と
に
追
い
か
け
る
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
。
少
な
く
と
も
真
鍋
自
身
は

書
籍
に
関
わ
る
仕
事
を
最
優
先
に
し
て
自
ら
の
画
業
を
ま
と
め
て
い
っ
た
。
彼
の
生
前
に
出
版

さ
れ
た
個
人
画
集
は
『
真
鍋
博 O

riginal 1975

』（
一
九
七
五
年
、
講
談
社
）、『
真
鍋
博
の
線
の

画
集
』（
一
九
七
九
年
、
平
凡
社
）、『
真
鍋
博
オ
リ
ジ
ナ
ル
8̓5
』（
一
九
八
四
年
、
講
談
社
）
の
三
冊
。

若
干
の
誤
差
は
あ
る
も
の
の
、
こ
の
三
冊
は
時
代
ご
と
に
区
切
ら
れ
て
お
り
、
彼
の
イ
ラ
ス
ト

の
仕
事
を
全
体
的
に
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

ま
た
、
彼
が
展
示
に
全
面
的
に
関
わ
っ
た
『「
真
鍋
博
の
世
界
」
展
図
録
』（
池
田
二
十
世
紀
美

術
館
、一
九
九
六
）
や
彼
の
没
後
に
開
催
さ
れ
た
『「
真
鍋
博
回
顧
展
」
図
録
』（
愛
媛
県
美
術
館
、

二
〇
〇
一
）、 『「
真
鍋
博
展
」
図
録
』（
東
京
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ギ
ャ
ラ
リ
ー
他
、
二
〇
〇
四
）
も
、

基
本
的
に
は
同
様
の
編
集
方
針
の
も
と
で
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
方
法
論
ゆ
え
に
、
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
の
範
疇
か
ら
外
れ
る
初
期
の
作
品
群

は
こ
れ
ま
で
検
討
さ
れ
る
機
会
が
少
な
か
っ
た
。
特
に
「
画
家
」
や
「
漫
画
家
」
と
い
う
立
場

か
ら
「
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
」
へ
と
彼
が
変
貌
を
と
げ
て
い
く
過
程
に
つ
い
て
は
積
極
的
に
言

及
さ
れ
た
こ
と
が
な
い
。「
真
鍋
博
の
タ
ブ
ロ
ー
時
代
」（
註
2
）
と
い
う
論
稿
の
な
か
で
、
西
田
多

江
が
真
鍋
の
油
彩
に
つ
い
て
考
察
を
行
っ
て
い
る
の
が
唯
一
の
例
外
で
あ
る
。

　

本
稿
で
は
、
真
鍋
が
生
ま
れ
故
郷
の
新
居
浜
か
ら
上
京
す
る
ま
で
の
足
跡
を
た
ど
る
と
と
も

に
、
彼
が
油
彩
か
ら
印
刷
物
へ
と
活
動
媒
体
を
う
つ
す
契
機
と
な
っ
た
『
５
人
の
片
眼
の
兵
隊
』

に
つ
い
て
考
察
を
行
う
。
同
作
の
重
要
性
に
関
し
て
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
生
前
の
真
鍋
自
身

が
誰
よ
り
も
強
く
感
じ
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
史
の
な
か
で
は
そ
の
現

一
．
は
じ
め
に

　

真
鍋
博
（
一
九
三
二
～
二
〇
〇
〇
）
は
現
在
の
愛
媛
県
新
居
浜
市
（
旧
宇
摩
郡
別
子
山
村
）

出
身
の
画
家
で
あ
る
。
星
新
一
や
筒
井
康
隆
の
書
籍
、 『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』
な
ど
の
雑
誌
に
多
く

の
挿
絵
を
提
供
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、 「
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
」
の
先
駆
者
と
し
て
知
ら
れ
て
い

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
彼
の
画
業
は
「
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
」
の
範
疇
を
超
え
て
い
た
。
若
い

頃
か
ら
真
鍋
と
親
交
が
あ
っ
た
詩
人
の
谷
川
俊
太
郎
（
一
九
三
一
～
）
は
彼
の
捉
え
ど
こ
ろ
の

な
さ
を
以
下
の
よ
う
に
表
現
し
て
い
る
（
註
1
）。

真
鍋
博
を
、
単
純
に
『
漫
画
家
』
と
い
う
風
な
こ
と
ば
で
定
義
づ
け
て
し
ま
う
こ
と
に
、

私
は
反
対
で
す
。
か
と
い
っ
て
ま
た
、
彼
が
ふ
だ
ん
仕
方
な
し
に
自
分
で
そ
う
し
て
い
る

よ
う
に
『
画
家
』
と
呼
ぶ
こ
と
も
、
あ
ま
り
ふ
さ
わ
し
く
な
い
よ
う
で
す
。
彼
は
少
な
く

と
も
今
ま
で
の
よ
う
な
意
味
で
の
『
画
家
』
の
ワ
ク
を
は
み
出
た
存
在
だ
し
、
意
識
的
に

そ
れ
を
目
指
し
て
も
い
る
か
ら
で
す
。
ま
た
、
彼
が
今
度
、
講
談
社
の
さ
し
え
賞
を
も
ら
っ

た
か
ら
と
い
っ
て
『
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
』
と
い
っ
て
し
ま
う
の
も
、
つ
ま
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
に
彼
を
呼
ぶ
適
当
な
こ
と
ば
の
み
つ
か
ら
ぬ
と
こ
ろ
に
、
真
鍋
博
の
独
自
性
が

あ
る
と
私
は
考
え
ま
す
。

　

真
鍋
博
に
関
す
る
研
究
は
、
こ
の
よ
う
な
多
角
的
な
画
業
の
な
か
か
ら
イ
ラ
ス
ト
の
仕
事
を

　
 

真
鍋
博
研
究　

グ
ル
ー
プ
「
実
在
者
」
と
『
５
人
の
片
眼
の
兵
隊
』

五　

味　

俊　

晶
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存
す
ら
確
認
で
き
て
い
な
か
っ
た
も
の
で
あ
り
、
真
鍋
博
と
い
う
ひ
と
り
の
「
イ
ラ
ス
ト
レ
ー

タ
ー
」
に
つ
い
て
理
解
す
る
た
め
の
貴
重
な
作
品
で
あ
る
。

二
．
油
絵
と
の
出
会
い

　

谷
川
俊
太
郎
が
真
鍋
を
「
画
家
」
と
呼
ん
で
い
た
こ
と
か
ら
察
せ
ら
れ
る
よ
う
に
、
彼
の
出

発
点
は
油
彩
に
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
彼
が
生
ま
れ
た
新
居
浜
と
い
う
土
地
と
密
接
に
結
び
つ
い

て
い
る
。

　

真
鍋
博
は
、
昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）
七
月
三
日
、
真
鍋
冨
太
郎
（
一
九
〇
二
～
七
〇
）
と

喜
美
江
の
も
と
に
生
ま
れ
た
。
真
鍋
博
が
誕
生
し
た
当
時
、
父
親
は
宇
摩
郡
別
子
山
村
の
助
役

を
つ
と
め
て
い
た
が
、「
子
ど
も
の
教
育
」（
註
3
）
の
た
め
に
新
居
郡
中
萩
村
に
移
住
し
、
住
友
金

属
鉱
山
の
社
員
と
な
っ
た
。
こ
の
転
職
は
真
鍋
博
に
と
っ
て
大
き
な
転
機
と
な
っ
た
。
銅
山
開

発
の
た
め
に
父
親
が
持
ち
帰
る
図
面
や
建
築
雑
誌
を
見
て
、
幼
少
期
の
真
鍋
は
細
い
線
画
に
興

味
を
も
っ
た
た
め
で
あ
る
（
註
4
）。「
南
画
風
の
絵
を
描
い
た
り
、
書
を
は
じ
め
た
り
、
茶
碗
を

焼
い
た
り
」（
註
5
）
し
た
父
親
の
影
響
を
強
く
受
け
た
。

　

そ
し
て
彼
は
新
居
浜
の
中
萩
尋
常
高
等
小
学
校
、
新
居
浜
中
学
校
に
入
学
し
、
昭
和
二
十
三

年
（
一
九
四
八
）
に
愛
媛
県
立
新
居
浜
西
高
等
学
校
に
進
学
し
た
。
真
鍋
が
入
学
し
た
の
は
、

そ
れ
ま
で
女
子
高
で
あ
っ
た
西
高
等
学
校
が
共
学
へ
と
移
行
し
た
年
で
あ
っ
た
（
註
6
）。
そ
の

よ
う
な
新
た
な
時
代
の
う
ね
り
の
な
か
で
、
幼
い
頃
よ
り
抱
き
続
け
て
き
た
美
術
へ
の
興
味
は

一
層
の
高
ま
り
を
み
せ
る
。
入
学
の
翌
年
に
は
美
術
部
を
創
設
し
、
積
極
的
に
自
ら
の
作
品
を

発
表
し
始
め
る
の
だ
。
例
え
ば
、
昭
和
二
十
五
年
（
一
九
五
〇
）
に
開
催
さ
れ
た
新
居
浜
市
第

一
回
教
育
祭
総
合
美
術
展
へ
は
作
品
を
実
際
に
出
品
し
、
金
賞
特
選
を
受
賞
し
て
い
る
（
註
7
）。

　

こ
の
よ
う
な
形
で
絵
画
へ
の
関
心
を
深
め
て
い
く
な
か
で
出
会
っ
た
の
が
洋
画
家
・
西
沢
富

義
（
一
九
一
五
～
七
四
）
で
あ
っ
た
。
西
沢
は
小
磯
良
平
（
一
九
〇
三
～
八
八
）
の
薫
陶
を
受
け
、

新
居
浜
に
お
い
て
オ
リ
ゾ
ン
洋
画
研
究
所
と
い
う
画
塾
団
体
を
昭
和
二
十
二
年
（
一
九
四
七
）

に
設
立
し
た
（
註
8
）。
西
高
等
学
校
の
三
年
生
で
あ
っ
た
真
鍋
も
、
昭
和
二
十
五
年
八
月
七
日

か
ら
三
日
間
か
け
て
行
わ
れ
た
講
習
会
に
参
加
し
て
い
る
。
こ
の
時
の
様
子
を
真
鍋
は
以
下
の

よ
う
に
回
想
し
て
い
る
。

中
央
画
壇
で
も
一
、二
の
人
気
画
家
だ
っ
た
小
磯
良
平
先
生
の
講
習
会
が
、
オ
リ
ゾ
ン
洋
画

研
究
所
主
催
で
住
友
倶
楽
部
で
あ
り
、
小
磯
先
生
が
わ
た
し
の
キ
ャ
ン
バ
ス
の
上
で
、
色

や
形
を
直
し
て
下
さ
っ
た
こ
と
を
は
っ
き
り
と
憶
え
て
い
る
（
註
9
）。

　

美
術
部
や
オ
リ
ゾ
ン
洋
画
研
究
所
に
て
画
技
を
高
め
た
真
鍋
は
、
昭
和
二
十
六
年

（
一
九
五
一
）
四
月
四
日
に
現
在
の
多
摩
美
術
大
学
（
多
摩
美
術
短
期
大
学
美
術
学
部
絵
画
科
）

に
入
学
し
た
（
註
10
）。
在
籍
中
は
油
画
科
主
任
教
授
で
あ
っ
た
鈴
木
誠
（
一
八
九
七
～

一
九
六
九
）
に
画
法
を
学
ん
で
い
た
よ
う
だ
。
真
鍋
の
初
め
て
の
個
展
に
際
し
て
、
鈴
木
が
以

下
の
よ
う
な
文
章
を
寄
稿
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。「
私
の
知
っ
て
い
る
限
り
最
も
若
く
最
も
優

れ
た
真
鍋
君
が
最
初
に
故
郷
の
地
に
作
品
発
表
の
機
会
を
持
た
れ
た
こ
と
を
心
か
ら
嬉

（
マ
マ
）こ

ん
で

居
り
ま
す
。
厳
し
い
御
批
判
と
今
後
の
暖
い
御
期
待
を
希
っ
て
居
り
ま
す
」（
註
11
）。

　

な
お
昭
和
三
十
年
（
一
九
五
五
）
四
月
に
も
彼
は
愛
媛
に
帰
郷
し
、一
日
か
ら
三
日
に
か
け
て
、

新
居
浜
市
の
昭
和
通
り
に
あ
る
朝
日
屋
に
お
い
て
個
展
を
開
い
て
い
る
。
そ
の
チ
ラ
シ
に
は
、

「
オ
リ
ゾ
ン
展
や
グ
ル
ー
プ
展
を
開
催
し
て
美
術
の
窓
を
開
い
て
来
た
本
店
で
は
、
同
氏
（
註
：

真
鍋
博
）
の
近
作
油
絵
１
９
点
（
第
７
回
第

（
マ
マ
）二

紀
会
展
出
品
「
湿
地
区
」（
褒
賞
受
賞
）
を
含
む
）、

デ
ッ
サ
ン
１
３
点
を
陳
列
致
し
ま
す
」
と
記
さ
れ
て
い
る
（
註
12
）。
オ
リ
ゾ
ン
洋
画
研
究
所
や

新
進
気
鋭
の
洋
画
家
に
新
居
浜
の
商
店
が
広
い
門
戸
を
開
い
て
い
た
こ
と
が
見
て
と
れ
る
。
こ

の
よ
う
な
地
域
を
あ
げ
て
の
油
彩
画
支
援
が
、
真
鍋
博
と
い
う
ひ
と
り
の
画
家
を
誕
生
さ
せ
た

と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
ち
な
み
に
多
摩
美
術
大
学
に
は
、
昭
和
三
十
三
年
（
一
九
五
八
）

三
月
の
時
点
で
、
愛
媛
県
出
身
の
学
生
が
十
九
人
も
在
籍
し
て
い
た
。
松
山
出
身
の
杉
浦
非
水

（
一
八
七
六
～
一
九
六
五
）
や
青
井
辰
雄
（
一
九
一
六
～
六
五
）
が
教
授
と
し
て
在
任
し
て
い
た

こ
と
も
影
響
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
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三
．
グ
ル
ー
プ
「
実
在
者
」

　

愛
媛
か
ら
上
京
し
、
油
彩
を
学
ん
で
い
た
真
鍋
が
初
め
て
団
体
展
に
出
品
し
た
の
は
、
在
学

中
の
昭
和
二
十
七
年
（
一
九
五
二
）
十
月
に
開
催
さ
れ
た
第
六
回
二
紀
会
展
（
八
～
二
十
六
日
）

で
あ
っ
た
。《
生
物
Ｂ
》（
所
在
不
明
）
と
い
う
作
品
を
出
品
し
、
翌
年
の
第
七
回
同
展
に
は
《
湿

地
区
》（
当
館
蔵
）
を
出
展
し
、
褒
賞
を
受
賞
し
た
。
こ
の
頃
に
は
、
美
術
史
家
の
土
方
定
一
か

ら
「
真
鍋
博
は
ぼ
く
の
期
待
す
る
新
人
の
ひ
と
り
」（
註
13
）
と
評
さ
れ
る
ま
で
に
い
た
っ
た
。

　

そ
の
よ
う
な
真
鍋
の
初
期
の
画
業
を
検
討
す
る
際
、
最
も
重
要
に
な
る
の
は
「
実
在
者
」
と

呼
ば
れ
た
グ
ル
ー
プ
の
存
在
で
あ
る
。

　

昭
和
二
十
九
年
（
一
九
五
四
）、
写
真
家
の
奈
良
原
一
高
（
一
九
三
一
～
二
〇
二
〇
）
は
美
術

史
家
の
小
川
晴
暘（
一
八
九
四
～
一
九
六
〇
）に
連
れ
ら
れ
、「
元
満
鉄
の
友
達
の
家
」に
行
っ
た
。

そ
こ
で
奈
良
原
は
真
鍋
に
出
会
っ
た
。
そ
の
頃
、
真
鍋
は
靉
嘔
（
一
九
三
一
～
）、
池
田
満
寿
夫

（
一
九
三
四
～
九
七
）、
堀
内
康
司
（
一
九
三
二
～
二
〇
一
一
）
と
と
も
に
新
た
な
団
体
を
つ
く

ろ
う
と
考
え
て
お
り
、
奈
良
原
は
そ
の
グ
ル
ー
プ
の
「
客
員
の
よ
う
な
形
で
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
に
参
加
」
す
る
よ
う
に
な
っ
た
（
註
14
）。

　

そ
し
て
、
同
年
三
月
か
ら
四
月
に
か
け
て
、
真
鍋
は
グ
ル
ー
プ
「
実
在
者
」
を
結
成
す
る
。

こ
の
結
成
日
の
具
体
的
な
日
時
ま
で
は
現
状
で
は
分
か
ら
な
い
。
同
年
の
四
月
一
日
か
ら
三
日

に
か
け
て
新
居
浜
市
の
朝
日
屋
で
行
わ
れ
た
「
真
鍋
博
個
展
」
の
略
歴
に
は
、
三
月
の
時
点
で

既
に
「
同
志
と
グ
ル
ー
プ
「
実
在
者
」
結
成
」
と
記
さ
れ
て
い
る
（
註
15
）。
一
方
、
実
在
者
の

第
一
回
目
の
グ
ル
ー
プ
展
「
戦
争
」（
フ
ォ
ル
ム
画
廊
、
六
月
二
十
八
日
～
七
月
二
日
）
の
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
に
は
、「
ぼ
く
た
ち
は
グ
ル
ー
プ
「
実
在
者
」
を
４
月
に
結
成
」
と
残
る
（
註
16
）。
正

式
な
団
体
と
い
う
よ
り
は
、
堀
内
康
司
を
中
心
と
し
た
仲
間
内
の
個
人
的
な
グ
ル
ー
プ
で
あ
っ

た
た
め
、
厳
密
に
結
成
要
項
を
固
め
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
真
鍋
の

収
集
し
た
関
係
資
料
の
な
か
に
は
、
こ
の
グ
ル
ー
プ
「
実
在
者
」
の
結
成
通
知
文
が
含
ま
れ
て

い
る
。
文
章
の
み
が
示
さ
れ
た
こ
と
は
あ
る
も
の
の
、
重
要
な
資
料
な
の
で
画
像
と
と
も
に
紹

介
す
る
。
こ
の
な
か
で
彼
ら
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
（
図
1
、
註
17
）。

こ
ゝ
に
私
た
ち
は
新
し
い
主
張
と
方
向
を
も
つ
て
グ
ル
ー
プ
「
実
在
者
」
を
結
成
し
た
。

私
た
ち
は
個
々
に
妥
協
し
た
り
雰
囲
気
に
流
さ
れ
た
り
す
る
こ
と
を
嫌
う
大
き
な
塊
と
な

つ
て
創
造
へ
の
道
へ
謙
虚
に
進
み
た
い
。

　

堀
内
康
司

　

本
田
克
己

　

真
鍋
博

　

池
田
満
寿
夫

　

グ
ル
ー
プ
事
務
・
文
京
区
駒
込
林
街
１
５
８
大
島
方
池
田

　

こ
の
葉
書
は
保
管
用
に
取
っ
て
お
か
れ
た
も
の
な
の
で
消
印
が
残
っ
て
お
ら
ず
、
い
つ
送
付

し
た
の
か
は
分
か
ら
な
い
。
明
ら
か
に
な
る
の
は
、
グ
ル
ー
プ
の
事
務
局
が
池
田
満
寿
夫
宅
で

あ
っ
た
こ
と
、
主
に
国
画
会
で
活
躍
し
た
洋
画
家
・
本
田
克
己
（
一
九
二
四
～
二
〇
一
七
）
が

結
成
当
初
は
参
加
し
て
い
た
こ
と
、
そ
の
一
方
で
靉
嘔
が
入
会
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
の
三
点

で
あ
る
。
一
回
目
の
グ
ル
ー
プ
展
「
戦
争
」
の
案
内
状
に
お
い
て
、「
若
い
世
代
の
共
通
の
問
題

を
考
え
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
に
気
が
つ
い
た
。
そ
の
意
味
で
第
一
回
テ
ー
マ
「
戦
争
」
展
に
は
靉

嘔
君
に
参
加
し
て
も
ら
っ
た
」
と
記
さ
れ
て
い
る
理
由
に
つ
い
て
も
若
干
の
推
測
が
で
き
る
（
註

18
）。
グ
ル
ー
プ
「
実
在
者
」
は
堀
内
康
司
、
池
田
満
寿
夫
、
真
鍋
博
、
本
田
克
己
と
い
う
四
人

が
中
心
と
な
っ
て
始
ま
り
、
そ
の
母
体
を
拡
大
し
て
い
く
な
か
で
奈
良
原
一
高
や
靉
嘔
も
参
加

し
て
い
っ
た
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
重
要
な
記
述
が
池
田
満
寿
夫

の
日
記
に
出
て
く
る
の
で
、
下
記
に
引
用
す
る
（
註
19
）。

　

５
月
９
日

　

○
福
島
氏
に
靉
嘔
も
加
わ
っ
て
、
グ
ル
ー
プ
展
の
作
品
を
見
て
も
ら
っ
た
。

朝
か
ら
、
阿
部
に
手
伝
っ
て
も
ら
っ
て
、
作
品
を
フ
ォ
ル
ム
ま
で
運
び
、
昼
過
ぎ
、
堀
内

の
大
作
、
ベ
ニ
ヤ
板
、
四
枚
を
歩
い
て
運
ん
だ
。
ふ
ら
く
に
疲
れ
た
。
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フ
ォ
ル
ム
●
画
廊
が
僕
等
の
作
品
で
う
づ
ま
る
。
堀
内
の
１
８
０
号
、
１
２
０
号
２
点
の

超
大
作
。
真
鍋
の
１
２
０
号
、
１
０
０
号
３
点
の
力
作
。
靉
嘔
の
５
０
号
の
ヒ
マ
ワ
リ
。

ぼ
く
の
「
共
同
墓
地
」
５
０
号
、「
真
昼
の
不
安
な
行
列
」
５
０
号
、「
不
安
な
上
陸
」

１
５
０
号
変
形
、「
不
安
な
三
人
の
人
物
」
３
０
号
「
不
安
な
行
列
」
１
５
号
、そ
れ
に
デ
ッ

サ
ン
３
点
。

ま
さ
に
暴
力
的
な
作
品
群
に
福
島
氏
は
動
い
た
。

予
想
し
て
い
た
不
安
感
は
い
っ
ぺ
ん
に
す
っ
飛
び
、
大
成
功
の
瞬
間
が
待
っ
て
い
た
の
だ
。

総
て
は
決
定
し
た
。

即
ち
〝
実
在
者
〟
第
一
回
展
は
６
月
２
８
日
～
７
月
２
日
ま
で
に
開
さ
い
さ
れ
る
様
に
な
っ

た
の
だ
。
河
原
温
と
な
ら
原
さ
ん
阿
部
も
来
て
い
た
。

　

○�

本
田
克
己
さ
ん
は
不
参
加
。
こ
れ
で
彼
の
対
態
度
は
決
定
し
た
訳
だ
。
脱
退
す
る
よ
う
に

話
が
き
ま
る
。

靉
嘔
を
ま
じ
え
て
、〝
実
在
者
〟
の
格
に
と
ら
わ
れ
な
い
で
ぼ
く
ら
の
運
動
を
広
範
囲
な
も

の
に
す
る
た
め
に
い
ろ
い
ろ
話
し
合
う
。
ぼ
く
は〝
実
在
者
〟に
ま
だ
と
ら
わ
れ
て
い
た
が
、

や
っ
と
気
持
が
確
定
し
た
。

　
「
戦
争
」
展
が
開
催
さ
れ
る
約
二
ヶ
月
前
の
五
月
に
、
彼
ら
は
美
術
評
論
家
・
福
島
繁
太
郎

（
一
八
九
五
～
一
九
六
〇
）
の
主
催
し
て
い
た
フ
ォ
ル
ム
画
廊
に
お
い
て
事
前
の
発
表
会
を
行
っ

た
。
そ
こ
で
展
示
さ
れ
て
い
た
作
品
群
に
福
島
が
感
銘
を
受
け
、
六
月
に
「
戦
争
」
展
を
行
う

こ
と
が
決
ま
っ
た
。
そ
の
際
、
当
初
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
本
田
克
己
が
脱
会
し
、
そ
の
代
わ

り
に
靉
嘔
が
グ
ル
ー
プ
に
参
加
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

紆
余
曲
折
の
な
か
で
グ
ル
ー
プ
「
実
在
者
」
は
立
ち
上
げ
ら
れ
た
わ
け
だ
が
、
そ
の
後
の
展

開
は
極
め
て
速
い
ペ
ー
ス
で
進
ん
で
い
っ
た
。
七
月
の
第
一
回
「
戦
争
」
展
の
一
カ
月
後
の
八

月
八
日
か
ら
十
三
日
ま
で
、
彼
ら
は
第
二
回
の
テ
ー
マ
展
「
無
人
間
時
代
」
を
松
村
画
廊
に
お

い
て
開
催
す
る
。
真
鍋
も
《
埋
設
工
事
》、 《
都
市
》、 《
製
造
者
》、 《
企
業
》、 《
幸
福
》
と
い
う
連

作
「
変
貌
」
を
同
展
に
発
表
す
る
な
ど
（
註
20
）、グ
ル
ー
プ
は
順
調
に
成
長
を
重
ね
て
い
く
。「
最

近
の
若
い
新
人
た
ち
の
傾
向
の
中
で
も
、
最
も
年
令
の
若
い
、
尖
鋭
な
グ
ル
ー
プ
」（
註
21
）、 「
今

日
的
な
問
題
の
提
出
と
、
新
し
い
動
き
の
萌
芽
の
兆
し
の
一
端
を
感
じ
る
」（
註
22
）
と
い
う
よ
う

に
、
グ
ル
ー
プ
の
鋭
い
感
覚
が
高
い
評
価
を
受
け
た
の
だ
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
十
月
に
入
り
事
態
は
急
変
す
る
。
真
鍋
が
第
九
回
二
紀
会
展
（
十
月
二

日
～
二
十
六
日
）
に
《
セ
イ
ブ
ツ
（
人
間
）》 （
当
館
蔵
）
を
出
品
し
、
二
紀
賞
（
絵
画
部
）
を

受
賞
す
る
と
と
も
に
同
人
に
推
挙
さ
れ
る
に
至
り
（
註
23
）、
グ
ル
ー
プ
内
で
の
軋
轢
が
生
じ
始

め
た
の
だ
。「
ぼ
く
等
（
註
：
実
在
者
）
の
紛
争
の
直
接
的
動
機
は
君
（
註
：
真
鍋
）
の
二
紀
会

出
品
で
あ
り
、
同
人
推
挙
で
あ
り
、
君
の
団
体
展
に
対
す
る
意
識
と
行
動
で
あ
っ
た
」（
註
24
）
と

い
う
グ
ル
ー
プ
内
か
ら
の
批
判
に
端
を
発
し
た
問
題
に
つ
い
て
は
、『
芸
術
新
潮
』
が
そ
の
背
景

を
含
め
て
ま
と
め
て
い
る
の
で
、
以
下
に
引
用
す
る
（
註
25
）。

グ
ル
ー
プ
・
実
在
者
の
メ
ン
バ
ー
の
一
人
、
真
鍋
博
氏
が
三
十
年
秋
の
第
二
紀
会
展
に
出

品
、
そ
の
力
量
を
認
め
ら
れ
て
同
人
（
会
員
）
に
推
挙
さ
れ
た
が
、
実
在
者
は
既
成
美
術

団
体
を
否
定
す
る
立
場
に
あ
っ
た
た
め
、
真
鍋
氏
と
他
の
メ
ン
バ
ー
と
対
立
、
数
回
の
話

し
合
い
の
結
果
、
つ
い
に
タ
モ
ト
を
分
つ
こ
と
に
な
っ
た
。
今
日
の
既
成
団
体
が
封
建
的

で
あ
り
権
威
主
義
で
あ
っ
て
、
そ
こ
か
ら
は
何
一
つ
新
し
い
芸
術
が
生
れ
な
い
ば
か
り
か
、

そ
の
壁
に
さ
え
な
っ
て
い
る
と
い
う
グ
ル
ー
プ
・
実
在
者
の
主
張
に
対
し
て
、
グ
ル
ー
プ

展
を
や
り
な
が
ら
団
体
に
も
属
し
て
、
旧
勢
力
に
入
っ
て
行
く
こ
と
に
よ
っ
て
過
渡
期
を

乗
り
切
る
べ
き
で
、
実
在
者
の
考
え
は
小
児
病
的
で
観
念
的
だ
と
い
う
真
鍋
氏
。

　

池
田
満
寿
夫
（
註
26
）
や
靉
嘔
（
註
27
）
が
述
べ
る
よ
う
に
、
既
成
画
壇
を
否
定
し
て
作
っ
た
グ

ル
ー
プ
で
あ
っ
た
た
め
、
二
紀
会
と
い
う
団
体
に
真
鍋
が
属
し
た
点
が
問
題
に
な
っ
た
。
真
鍋

と
し
て
も
そ
の
約
束
を
破
っ
た
こ
と
に
な
る
わ
け
だ
が
、
そ
の
理
由
の
大
部
分
は
、
よ
り
多
く

の
人
に
自
ら
の
作
品
を
鑑
賞
し
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
願
望
に
あ
る
（
註
28
）。
た
だ
、
そ
う
単

純
な
問
題
で
も
な
か
ろ
う
。
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ぼ
く
が
イ
ラ
ス
ト
の
仕
事
を
す
る
き
っ
か
け
を
つ
く
っ
て
く
だ
さ
っ
た
の
は
、
宮
本
先
生

で
あ
る
。
油
絵
科
を
卒
業
し
て
油
絵
だ
け
を
描
い
て
い
て
は
、
と
て
も
生
活
で
き
な
い
の

で
、
カ
ッ
ト
や
さ
し
絵
を
描
き
た
い
、
ど
こ
で
も
い
い
か
ら
紹
介
し
て
下
さ
い
と
お
願
い

す
る
と
、
先
生
は
即
座
に
朝
日
新
聞
と
文
芸
春
秋
に
紹
介
状
を
書
い
て
下
さ
っ
た
。
そ
し

て
一
カ
月
後
に
は
両
者
に
カ
ッ
ト
が
載
っ
た
の
で
あ
る
（
註
29
）。

　

大
学
在
学
中
よ
り
、
真
鍋
を
積
極
的
に
援
助
し
て
く
れ
た
の
が
、
二
紀
会
を
設
立
し
た
宮
本

三
郎
（
一
九
〇
五
～
七
四
）
で
あ
っ
た
。
こ
う
い
っ
た
関
係
性
ゆ
え
に
出
品
を
断
る
こ
と
も
で

き
ず
、
真
鍋
と
し
て
は
グ
ル
ー
プ
「
実
在
者
」
に
所
属
し
な
が
ら
も
団
体
展
に
主
品
し
続
け
る

と
い
う
苦
渋
の
決
断
を
く
だ
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
（
註
30
）。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
う
い
っ
た
価
値
観
の
違
い
が
も
と
で
、
真
鍋
は
実
在
者
を
脱
退
す
る
。

愛
媛
県
立
図
書
館
に
は
、
真
鍋
が
脱
退
を
告
げ
た
一
枚
の
葉
書
が
現
存
し
て
い
る
。
そ
こ
に
は

簡
潔
に
「
こ
の
た
び
、
グ
ル
ー
プ
「
実
在
者
」
を
退
会
い
た
し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
い
た
し

ま
す
。
／
十
一
月
十
二
日
／
真
鍋
博
」
と
記
さ
れ
て
い
る
（
図
2
、
註
31
）。

　

一
九
五
五
年
の
三
月
頃
か
ら
始
ま
っ
た
「
実
在
者
」
で
の
活
動
は
、
約
九
カ
月
と
い
う
短
い

期
間
で
終
わ
り
を
つ
げ
た
。
喧
嘩
別
れ
の
よ
う
な
形
で
グ
ル
ー
プ
を
去
る
こ
と
に
な
っ
た
真
鍋

で
は
あ
る
が
、
こ
の
時
代
の
友
情
は
後
年
に
な
っ
て
も
続
い
て
い
た
。
例
え
ば
、
一
九
九
六
年

に
真
鍋
が
池
田
二
十
世
紀
美
術
館
に
お
い
て
個
展
を
開
催
し
た
際
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
手
紙

を
池
田
満
寿
夫
に
送
っ
て
い
る
。「
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
の
帰
り
、
宮
沢
壮
佳
（
註
：
旧
池
田
満
寿
夫

美
術
館
館
長
）
さ
ん
と
一
緒
に
小
田
原
ま
で
帰
り
、
車
中
で
「
池
田
さ
ん
も
来
て
下
さ
る
予
定

だ
っ
た
」
と
き
き
感
謝
し
て
い
ま
す
。
堀
内
康
司
く
ん
は
、
都
内
に
ポ
ス
タ
ー
を
十
枚
は
っ
て

く
れ
て
、
若
い
時
の
友
情
を
あ
ら
た
め
て
感
じ
て
い
ま
す
。
美
術
館
の
開
館
を
た
の
し
み
に
し

て
い
ま
す
」（
註
32
）。
実
在
者
に
在
籍
し
て
い
た
池
田
満
寿
夫
へ
個
展
の
招
待
状
を
送
り
、
堀
内

に
い
た
っ
て
は
展
示
の
広
報
活
動
を
手
伝
っ
て
く
れ
た
と
い
う
の
だ
。

　

グ
ル
ー
プ
「
実
在
者
」
は
、
画
法
や
思
想
だ
け
で
は
な
く
、
人
間
性
の
面
で
も
若
き
日
の
真

鍋
を
間
違
い
な
く
形
成
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
う
い
っ
た
団
体
活
動
に
は
満
足
し
き
れ
な

い
彼
の
性
質
こ
そ
が
、
よ
り
多
く
の
鑑
賞
者
を
獲
得
で
き
る
イ
ラ
ス
ト
へ
と
活
動
媒
体
を
移
行

さ
せ
て
い
っ
た
理
由
の
根
幹
に
は
あ
る
。

　
四
．『
５
人
の
片
眼
の
兵
隊
』

　

実
在
者
と
と
も
に
歩
ん
だ
九
ヶ
月
の
な
か
で
、
彼
は
多
く
の
油
絵
を
制
作
し
た
。
そ
の
関
係

性
の
終
着
地
点
が
、
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
と
し
て
の
彼
の
運
命
を
決
定
づ
け
た
『
５
人
の
片
眼

の
兵
隊
』
と
い
う
書
籍
で
あ
る
。
本
書
は
、
真
鍋
自
身
に
と
っ
て
も
転
換
点
と
な
る
、
思
い
入

れ
の
強
い
作
品
で
あ
っ
た
。
発
行
部
数
の
少
な
さ
か
ら
真
鍋
の
手
元
に
も
残
ら
な
か
っ
た
同
書

を
、
後
年
の
彼
は
数
十
年
間
に
わ
た
り
探
し
回
っ
て
い
る
。

「
五
人
の
片
目（

マ
マ
）の

兵
隊
」
は
、
池
田
満
寿
夫
の
詩
に
わ
た
し
の
銅
版
画
、
奈
良
原
一
高
の
写

真
を
入
れ
た
も
の
だ
が
、
限
定
二
十
何
部
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
十
五
万
円
、
知
人
が
神

田
で
見
つ
け
て
連
絡
し
て
く
れ
、
二
、三
日
た
っ
て
行
っ
た
ら
、
も
う
無
か
っ
た
（
註
33
）。

三
十
六
年
前
に
作
っ
た
詩
画
集
を
探
し
て
い
ま
す
。『
五
人
の
片
目（

マ
マ
）の

兵
隊
』
と
い
う
も
の

で
、
一
九
五
六
年
に
二
十
数
冊
発
行
し
ま
し
た
。
残
念
な
こ
と
に
現
在
、
私
の
手
元
に
は

一
冊
も
あ
り
ま
せ
ん
。
も
し
、
ど
な
た
か
お
持
ち
の
方
は
、
譲
っ
て
頂
き
ま
す
と
、
大
変

幸
い
で
す
。
今
ま
で
私
が
関
わ
っ
た
約
二
千
点
ほ
ど
の
本
を
、
郷
里
で
あ
る
松
山
の
愛
媛

県
立
図
書
館
に
寄
贈
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
こ
の
詩
画
集
も
寄
贈
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。（
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
）（
註
34
）

結
果
的
に
彼
は
本
書
を
手
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
本
書
の
詩
文
を
担
当
し
た
池
田
満

寿
夫
も
同
じ
状
況
で
、
彼
は
こ
の
本
の
存
在
を
以
下
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

彼
が
最
初
に
デ
ザ
イ
ン
ら
し
き
も
の
を
作
成
し
た
の
は
、
お
そ
ら
く
私
の
自
動
記
述
的
な
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詩
を
彼
が
レ
イ
ア
ウ
ト
し
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
つ
け
て
自
家
版
と
し
て
刊
行
し
た
の

が
き
っ
か
け
だ
っ
た
よ
う
に
思
う
。〝
５
人
の
片
目（

マ
マ
）の

兵
隊
〟
と
名
づ
け
ら
れ
た
そ
の
詩
集

は
三
十
部
ほ
ど
ガ
リ
版
タ
イ
プ
で
印
刷
さ
れ
た
。
刊
行
は
一
九
五
五

（
マ
マ
）年

で
あ
る
。
一
冊

二
百
円
で
数
冊
売
れ
た
だ
け
で
、
い
つ
の
間
に
か
人
に
く
れ
た
り
し
た
あ
げ
く
、
刊
行
者

の
真
鍋
博
の
手
元
に
も
私
の
手
元
に
も
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
結
果
は
さ
ん
た
ん
た
る

も
の
だ
っ
た
が
真
鍋
博
は
印
刷
と
レ
イ
ア
ウ
ト
に
対
す
る
関
心
を
こ
の
時
か
ら
持
ち
は
じ

め
た
よ
う
で
あ
る
。 そ
し
て
こ
の
詩
集
の
奇
抜
な
レ
イ
ア
ウ
ト
の
セ
ン
ス
が
詩
の
雑
誌
〝
ユ

リ
イ
カ
〟
の
編
集
者
の
目
に
と
ま
っ
た
。（
註
35
）

Ⅴ
の
「
５
人
の
片
眼
の
兵
隊
」
は
当
時
〝
実
在
者
〟
と
い
う
生
意
気
な
絵
画
グ
ル
ー
プ
を
、

真
鍋
博
、
ア
イ
・
オ
ー
、
堀
内
康
司
、
等
と
結
成
し
て
い
た
頃
の
遺
物
で
あ
る
。
真
鍋
博

が
私
の
ノ
ー
ト
に
書
い
て
あ
っ
た
詩
に
注
目
し
、
自
家
出
版
し
よ
う
と
、
彼
自
身
の
レ
イ

ア
ウ
ト
・
印
刷
・
挿
画
で
、
数
十
部
刊
行
さ
れ
た
。
特
製
は
真
鍋
博
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
・
エ
ッ

チ
ン
グ
の
表
紙
、
奈
良
原
一
高
の
手
焼
き
の
扉
写
真
が
入
っ
て
い
て
、
確
か
二
十
八
部
出

し
た
。
二
百
円
位
だ
っ
た
よ
う
に
思
う
。
こ
れ
も
私
自
身
、
持
っ
て
い
な
く
て
、
原
本
は

奈
良
原
一
高
か
ら
借
り
た
。
オ
ー
ト
・
マ
チ
ズ
ム
の
実
験
詩
で
あ
る
。
な
ん
の
反
響
も
な

か
っ
た
が
、
こ
の
レ
イ
ア
ウ
ト
と
挿
画
だ
け
が
ユ
リ
イ
カ
の
馬
場
氏
に
認
め
ら
れ
、
真
鍋

博
は
ユ
リ
イ
カ
の
表
紙
を
担
当
す
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
。
彼
は
そ
れ
か
ら
急
速
に
デ
ザ

イ
ナ
ー
の
道
に
入
っ
て
い
っ
た
。
刊
行
は
五
六
年
で
あ
る
（
註
36
）。

池
田
が
指
摘
す
る
よ
う
に
本
書
は
、
真
鍋
が
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
の
道
を
進
ん
で
い
く
端
緒
と

な
っ
た
作
品
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
発
行
部
数
の
少
な
さ
も
あ
い
ま
っ
て
、制
作
に
関
わ
っ

た
本
人
た
ち
に
と
っ
て
も
稀
少
本
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
ゆ
え
に
、
本

書
は
今
ま
で
に
紹
介
さ
れ
た
こ
と
が
一
度
も
な
か
っ
た
（
註
37
）。

　

今
回
の
調
査
を
通
し
て
確
認
で
き
た
の
は
三
冊
。
全
て
が
個
人
蔵
本
で
あ
り
、
一
冊
は
美
術

評
論
家
・
久
保
貞
次
郎
（
一
九
〇
九
～
一
九
九
六
）
の
旧
蔵
品
（
註
38
）。
他
二
冊
は
奈
良
原
一

高
の
旧
蔵
本
で
あ
る
。
奈
良
原
は
本
書
を
意
識
的
に
収
集
し
て
い
た
よ
う
で
、
あ
る
時
点
で
は

三
冊
所
蔵
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
（
註
39
）。

　

本
書
は
基
本
的
に
紙
に
刷
ら
れ
た
も
の
だ
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
諸
本
で
様
々
な
試
み
を

行
っ
て
お
り
、
書
籍
と
い
う
よ
り
は
手
製
の
冊
子
の
感
が
強
い
。
実
際
、
こ
の
三
冊
の
な
か
で

す
ら
、
タ
イ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。

　

外
寸
は
一
八
・
九
×
一
三
・
五
㎝
。「
５
人
の
片
眼
の
兵
隊
」
と
い
う
テ
キ
ス
ト
が
斜
め
に
入
っ

た
見
開
き
の
紙
が
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
カ
バ
ー
の
役
目
を
果
た
し
て
お
り
（
図
3
）、
そ
の
な
か
に
本
紙

が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
三
冊
と
も
無
綴
。
記
述
の
煩
雑
さ
を
避
け
る
た
め
に
、
本
稿
で
は
久
保

旧
蔵
本
を
久
保
本
、
奈
良
原
旧
蔵
本
の
う
ち
出
版
日
時
の
早
い
方
を
奈
良
原
Ａ
本
、
も
う
一
冊

を
奈
良
原
Ｂ
本
と
表
記
す
る
。
全
十
九
頁
。
た
だ
し
後
述
す
る
よ
う
に
、
奈
良
原
Ｂ
本
だ
け
は

レ
イ
ア
ウ
ト
が
大
き
く
異
な
っ
て
お
り
、
全
二
十
一
頁
で
あ
る
。

　

本
書
の
最
大
の
問
題
点
は
、
発
行
さ
れ
た
日
時
と
出
版
部
数
が
不
明
瞭
な
点
に
あ
る
。
前
に

引
用
し
た
真
鍋
や
池
田
の
文
章
を
見
て
も
、 「
二
十
何
部
」、 「
二
十
数
冊
」、 「
三
十
部
ほ
ど
」、 

「
確
か
二
十
八
部
」
と
揺
ら
ぎ
が
あ
る
。
奈
良
原
一
高
は
、
最
も
多
い
「
限
定
五
十
部
」
と
記
録

し
て
い
る
（
註
40
）。

　

三
冊
と
も
に
裏
の
見
返
し
に
発
行
年
が
記
さ
れ
て
い
る
た
め
、
そ
の
部
分
を
確
認
す
る
と
以

下
の
こ
と
が
分
か
る
。
版
元
は
東
京
都
中
央
区
日
本
橋
本
町
一
―
三
に
居
を
構
え
て
い
た
泰
山

堂
。
一
九
五
六
年
九
月
一
日
に
印
刷
し
、
十
日
に
十
二
部
を
発
行
し
て
い
る
。
奈
良
原
Ａ
本
は
、

そ
の
な
か
の
エ
デ
ィ
シ
ョ
ン
九
番
（
図
４
）。
そ
し
て
、
久
保
本
（
図
5
）
と
奈
良
原
Ｂ
本
（
図
６
）

の
見
返
し
を
見
る
と
、
同
月
の
二
十
日
に
別
刷
と
し
て
十
六
部
を
発
行
し
て
い
る
こ
と
が
分
か

る
。
池
田
が
「
確
か
二
十
八
部
」
と
述
べ
た
の
は
、
初
刷
り
の
十
二
部
と
別
刷
り
の
十
六
部
を

足
し
た
数
字
な
の
で
あ
ろ
う
。
久
保
本
が
そ
の
う
ち
の
エ
デ
ィ
シ
ョ
ン
一
番
、
奈
良
原
Ｂ
本
が

エ
デ
ィ
シ
ョ
ン
九
番
で
あ
る
。

　

疑
問
が
残
る
の
は
、
こ
の
部
数
表
記
の
更
に
下
の
部
分
に
、
久
保
・
奈
良
原
Ｂ
本
と
も
に
「
別

刷
１
５
部
限
定
」
と
い
う
記
述
が
あ
る
点
だ
。
こ
の
「
１
５
部
」
と
い
う
の
が
、
さ
き
ほ
ど
の

十
六
部
の
単
な
る
誤
記
な
の
か
は
判
断
し
か
ね
る
。
た
だ
、久
保
本
に
収
録
さ
れ
た
真
鍋
の
エ
ッ
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チ
ン
グ
に
は
「
１
／
１
５
」
と
い
う
エ
デ
ィ
シ
ョ
ン
表
記
が
な
さ
れ
て
お
り
（
図
7
）、
表
記
ミ

ス
と
も
考
え
に
く
い
。
十
日
の
十
二
部
、
二
十
日
の
十
六
部
と
は
別
に
、
新
た
に
十
五
部
を
増

刷
し
た
の
で
は
な
い
か
と
現
段
階
で
は
考
え
て
い
る
。
も
し
こ
の
推
測
が
正
し
い
の
で
あ
れ
ば
、

全
体
で
四
十
三
部
が
発
刊
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
数
字
は
、 「
真
鍋
博
作
品
展
案
内
葉
書
」

（
一
九
五
六
年
九
月
）
に
掲
載
さ
れ
た
、
本
書
の
刊
行
予
告
と
も
遠
く
は
な
い
（
註
41
）。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
発
行
日
時
を
基
準
に
考
え
る
と
、
初
版
と
し
て
印
刷
さ
れ
た
の
が
奈

良
原
Ａ
本
、
増
刷
に
あ
わ
せ
て
発
行
さ
れ
た
の
は
久
保
本
と
奈
良
原
Ｂ
本
と
な
る
。

　

そ
れ
で
は
具
体
的
に
中
身
を
見
て
い
こ
う
。
今
回
は
久
保
本
を
二
十
七
頁
以
降
に
全
頁
掲
載

し
て
い
る
の
で
、
そ
の
頁
展
開
に
あ
わ
せ
て
、
諸
本
と
の
違
い
を
指
摘
し
て
い
き
た
い
。

　

ま
ず
初
版
と
増
刷
版
で
最
も
異
な
っ
て
い
る
の
が
、
表
紙
の
存
在
で
あ
る
。
奈
良
原
Ａ
本
（
初

版
本
、
図
9
）
の
み
、
表
紙
と
し
て
真
鍋
の
エ
ッ
チ
ン
グ
が
本
書
の
タ
イ
ト
ル
や
著
者
表
記
と
と

も
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。エ
ッ
チ
ン
グ
の
大
き
さ
は
九
・
六
×
一
二
・
八
㎝
。 「
表
紙
エ
ッ
チ
ン
グ
・

フ
ォ
ト
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
・
本
文
構
成
・
真
鍋
博
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
本
書
の
デ
ザ
イ
ン
を
真

鍋
が
全
面
的
に
担
当
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
久
保
本
に
も
そ
れ
に
対
応
す
る
と
思
し
き
真

鍋
の
エ
ッ
チ
ン
グ
頁
が
現
存
し
て
い
る
も
の
の
（
参
1
右
）、
タ
イ
ト
ル
デ
ザ
イ
ン
は
省
略
さ
れ

て
お
り
、
も
は
や
表
紙
と
し
て
の
機
能
を
果
た
し
て
い
な
い
。

　

な
お
真
鍋
が
描
い
て
い
る
包
帯
人
間
に
つ
い
て
だ
が
、
本
図
に
類
似
し
た
作
品
が
当
館
に
収

蔵
さ
れ
て
い
る
（
図
8
）。
人
物
の
配
置
場
所
は
本
書
の
挿
図
を
反
転
し
た
よ
う
な
も
の
で
、
包

帯
を
巻
い
た
頭
部
の
な
い
三
人
の
人
物
が
描
か
れ
て
い
る
。
部
屋
を
想
起
さ
せ
る
空
間
づ
く
り

も
同
様
で
あ
る
。
何
ら
か
の
紙
媒
体
に
掲
載
し
た
挿
絵
の
原
画
と
考
え
て
い
る
。
本
作
の
制
作

年
に
つ
い
て
は
未
だ
に
明
ら
か
に
で
き
て
い
な
い
も
の
の
、
こ
う
い
っ
た
題
材
に
真
鍋
が
強
い

興
味
を
抱
い
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
一
九
五
五
年
の
第
三
回
ニ
ッ
ポ
ン
展
に
も
、真
鍋
は
《
繃

帯
を
ま
い
た
人
》 （
所
在
不
明
）
と
い
う
油
彩
画
を
出
品
し
て
い
る
。

　

そ
し
て
次
に
扉
が
挿
入
さ
れ
る
（
参
1
左
）。
画
面
上
部
に
「
５
人
の
片
眼
の
兵
隊
」
と
記
さ

れ
て
お
り
、
画
面
下
部
に
は
「
鉄
の
華
・
奈
良
原
一
高
」
と
あ
る
。
久
保
本
の
空
白
と
な
っ
て

い
る
部
分
に
は
、
こ
の
写
真
が
貼
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
実
際
、
奈
良
原
旧
蔵
本
に
は
、

と
も
に
写
真
作
品
《
鉄
の
華
》
が
貼
ら
れ
て
い
る
（
図
10
・11
）。
写
真
の
大
き
さ
は
九
・
九
×
七
・

一
㎝
。
初
版
本
で
あ
る
奈
良
原
Ａ
本
の
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
は
再
版
本
と
異
な
っ
て
お
り
、「
写
真
・

奈
良
原
一
高
」
と
な
っ
て
い
る
（
図
10
）。
初
版
時
に
は
作
品
タ
イ
ト
ル
が
決
ま
っ
て
い
な
か
っ

た
の
で
あ
ろ
う
。 「
奈
良
原
」の「
原
」の
文
字
の
上
に
は
紙
を
貼
っ
て
修
整
を
施
し
て
も
い
る
。

　

ち
な
み
に
、こ
の
《
鉄
の
華
》
は
奈
良
原
一
高
に
つ
い
て
考
え
る
際
に
も
重
要
な
作
品
で
あ
る
。

彼
の
極
め
て
初
期
の
作
品
で
あ
り
、
こ
の
プ
リ
ン
ト
に
つ
い
て
彼
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い

る
。「
僕
が
「
鉄
の
華
」
と
題
し
た
写
真
を
扉
に
は
り
つ
け
た
。
思
え
ば
そ
れ
が
僕
の
最
初
の
オ

リ
ジ
ナ
ル
プ
リ
ン
ト
だ
っ
た
。
長
崎
の
港
の
あ
た
り
を
散
歩
し
て
い
て
、
偶
然
置
き
忘
れ
ら
れ

た
よ
う
な
船
の
イ
カ
リ
を
目
に
し
た
。
夕
日
を
あ
び
た
鉱
物
質
の
形
態
が
大
変
気
に
入
っ
て

撮
っ
た
」（
註
42
）。

　

一
頁
目
に
は
、
三
角
形
に
描
か
れ
た
建
物
の
な
か
か
ら
腕
の
突
き
出
た
図
が
挿
入
さ
れ
て
い

る
（
参
2
）。
こ
れ
も
真
鍋
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
奈
良
原
Ａ
・
Ｂ
本
は
と
も
に
本
紙
に
直
接

刷
ら
れ
て
い
る
が
、
久
保
本
だ
け
は
別
の
紙
に
印
刷
し
た
同
図
を
本
紙
に
貼
り
つ
け
て
い
る
。

　

二
～
六
頁
ま
で
は
諸
本
と
も
異
同
は
な
い
（
参
2
～
4
）。
二
頁
か
ら
始
ま
る
池
田
満
寿
夫
の
詩

文
は
『
池
田
満
寿
夫
詩
集
』
に
全
文
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
本
稿
で
は
部
分
的
に
引
用
す

る
に
と
ど
め
る
。
な
お
、 「
バ
ラ
の
中
の
海
の
太
陽
が
ま
た
ゝ
く
白
い
空
気
が
怯
え
る
電
気
の
冷

い
ラ
セ
ン
形
の
女
の
子
…
…
」
と
い
う
よ
う
に
、
こ
の
詩
自
体
に
明
確
な
筋
立
て
は
存
在
し
な

い
。
池
田
自
身
も
本
詩
に
つ
い
て
「
オ
ー
ト
・
マ
チ
ズ
ム
の
実
験
詩
で
あ
る
」（
註
43
）
と
述
べ
て

い
る
。

　

七
か
ら
八
頁
は
見
開
き
と
し
て
頁
が
構
成
さ
れ
て
お
り
（
参
5
）、 「
弾
の
様
な
速
さ
の
ハ
ン

マ
ー
の
音
で
目
を
醒
し
た
１
人
の
指
導
者
は
朝
の
食
」
と
い
う
詩
句
が
斜
め
に
配
さ
れ
る
。
八

頁
の
左
上
は
不
規
則
な
七
角
形
の
形
に
切
り
抜
か
れ
て
お
り
、
十
頁
に
印
刷
さ
れ
た
写
真
の
一

部
を
の
ぞ
き
見
て
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
奈
良
原
Ａ
本
は
テ
キ
ス
ト
・
デ
ザ
イ
ン
の
両
面
で
久

保
本
と
変
わ
り
は
な
い
が
、
奈
良
原
Ｂ
本
と
比
較
す
る
と
、
ふ
た
つ
の
相
違
点
を
見
つ
け
る
こ

と
が
で
き
る
（
図
12
）。
ま
ず
、久
保
本
で
は
九
頁
に
挿
入
さ
れ
て
い
る
「
事
に
盛
ら
れ
た
地
図
の
」

と
い
う
一
文
が
既
存
の
詩
句
の
最
後
に
追
加
さ
れ
て
い
る
点
。
二
点
目
は
、
八
角
形
の
形
の
切
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り
抜
き
が
存
在
し
な
い
点
で
あ
る
。
奈
良
原
Ｂ
本
も
久
保
本
と
同
じ
後
印
本
で
あ
る
わ
け
だ
が
、

そ
こ
に
は
大
き
な
違
い
の
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
つ
ま
り
、
両
方
の
見
返
し
部
分
に
は
形
式
的

に
九
月
二
十
日
発
行
と
記
さ
れ
て
は
い
る
も
の
の
（
図
5
・
6
）、
十
六
部
（
も
し
く
は
十
五
部
）

を
一
度
に
刷
っ
た
の
で
は
な
く
、
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
つ
つ
、
そ
の
都
度
印
刷
し
て
い
た
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

こ
の
推
測
は
、
次
の
九
・
十
頁
の
内
容
か
ら
も
裏
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
（
参
6
）。
久
保
・

奈
良
原
Ａ
本
と
も
に
画
面
右
上
か
ら
画
面
左
下
に
か
け
て
、「
事
に
盛
ら
れ
た
地
図
の
し
み
の
栄

養
価
表
を
不
安
な
い
ら
ら
た
し
い
性
欲
と
の
交
叉
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
か
ら
降
り
た
通
訳
の
あ
ば

た
面
を
愛
ぶ
し
た
そ
の
腕
を
根
元
か
ら
切
断
す
る
テ
ロ
リ
ス
ト
の
干
た
息
づ
き
が
莫
進
す
る
無

人
電
車
の
点
滅
す
る
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を
血
だ
ら
け
」
の
詩
文
が
配
さ
れ
る
。
そ
し
て
十
頁
に

は
一
枚
の
写
真
が
印
刷
さ
れ
、
ナ
メ
ク
ジ
の
よ
う
な
三
つ
の
物
体
が
白
と
黒
の
線
の
合
間
か
ら

頭
を
の
ぞ
か
せ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
真
鍋
の
作
品
と
関
連
深
い
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
例
え
ば
、

銀
座
の
松
村
画
廊
に
お
い
て
一
九
五
六
年
二
月
二
日
か
ら
七
日
ま
で
開
催
さ
れ
た
、
真
鍋
の
第

三
回
個
展
「
昆
虫
」
に
出
品
さ
れ
た
《
こ
ん
虫
》（
図
13
、
当
館
蔵
、
油
彩
・
布
）
と
い
う
作
品
。
こ

ち
ら
に
も
同
じ
よ
う
な
物
体
が
四
角
の
枠
組
み
の
な
か
に
描
か
れ
て
い
る
。

　

そ
の
一
方
、
奈
良
原
Ｂ
本
の
同
頁
（
図
14
）
は
、
無
地
の
紙
の
中
心
に
「
し
み
の
栄
養
価
表
を

不
安
な
い
ら
ら
た
し
い
性
欲
と
の
交
叉
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
か
ら
降
り
た
通
訳
の
あ
ば
た
面
を
愛

ぶ
し
た
そ
の
腕
を
根
」
の
文
章
が
横
一
直
線
に
配
さ
れ
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
ち
な
み
に
「
根

元
」
の
「
元
」
を
刷
り
忘
れ
て
い
る
。
そ
し
て
次
の
見
開
き
頁
（
図
15
）
に
お
い
て
、
先
程
の
後

半
の
文
章
で
あ
る
「
か
ら
切
断
す
る
テ
ロ
リ
ス
ト
の
干
た
息
づ
き
が
莫
進
す
る
無
人
電
車
の
点

滅
す
る
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を
血
だ
ら
け
」
が
フ
ォ
ン
ト
の
大
き
さ
を
変
え
つ
つ
画
面
下
部
に
か

け
て
不
規
則
に
配
さ
れ
て
い
る
。
久
保
・
奈
良
原
Ａ
本
で
は
二
頁
で
終
わ
ら
せ
て
い
た
場
面
を
、

奈
良
原
Ｂ
本
で
は
四
頁
か
け
て
処
理
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
た
め
、
Ｂ
本
の
み
が
、

諸
本
よ
り
二
頁
多
い
全
二
十
一
頁
と
な
っ
て
い
る
。

　

十
一
頁
か
ら
十
二
頁
に
か
け
て
は
左
下
に
赤
い
丸
玉
が
配
さ
れ
、
そ
の
周
り
に
三
つ
の
文
章

が
印
刷
さ
れ
て
い
る
（
参
7
）。 

「
な
食
欲
で
吸
収
し
た
零
時
２
１
分
の
会
議
室
で
は
１
６
人
目

の
私
生
児
を
殺
す
こ
と
も
出
来
」、 「
な
い
部
屋
の
中
に
拡
が
る
限
の
砂
漠
で
ぶ
つ
か
り
合
い
な

が
ら
見
上
げ
た
空
に
わ
く
テ
ー
プ
の
幻
影
。」、 「
と
切
れ
た
列
が
歩
き
出
し
た
溝
の
」
で
あ
る
。

頁
を
わ
た
っ
て
印
刷
さ
れ
て
い
る
「
な
い
部
屋
」
の
一
文
で
は
あ
る
が
、
諸
本
に
よ
っ
て
レ
イ

ア
ウ
ト
が
異
な
っ
て
い
る
。
ま
ず
久
保
本
は
、
十
二
頁
の
右
部
分
に
若
干
の
ス
ペ
ー
ス
が
あ
り
、

「
限
の
砂
漠･･････

」
と
続
く
。
一
方
、奈
良
原
Ａ
本
を
確
認
す
る
と
、「
拡
が
る
」
の
後
に
「
無
」

の
一
文
字
が
入
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
（
図
16
）。
初
版
本
で
は
頁
を
ま
た
い
で
い
た
「
無
限
」

と
い
う
単
語
を
、
分
か
り
や
す
さ
を
重
視
し
、
後
印
本
で
は
一
頁
に
入
れ
込
も
う
と
考
え
た
の

だ
ろ
う
。
た
だ
、
久
保
本
で
は
そ
の
「
無
」
を
刷
り
忘
れ
て
し
ま
っ
た
た
め
、
意
味
の
通
ら
な

い
文
章
に
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
二
頁
に
関
し
て
も
、大
き
な
違
い
が
あ
る
の
は
奈
良
原
Ｂ
本
で
あ
る
（
図
17
）。
ま
ず
「
な

食
欲
で
」
か
ら
始
ま
る
最
初
の
一
文
が
久
保
・
奈
良
原
Ａ
本
で
は
時
計
回
り
に
傾
い
て
い
る
の

に
対
し
て
、
奈
良
原
Ｂ
本
で
は
反
時
計
回
り
に
傾
い
て
い
る
。
テ
キ
ス
ト
の
段
落
替
え
の
場
所

な
ど
は
奈
良
原
Ａ
本
と
同
じ
で
は
あ
る
も
の
の
（
図
16
）、
そ
も
そ
も
こ
の
テ
キ
ス
ト
は
本
書
に

直
接
印
刷
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
別
の
印
刷
紙
を
切
っ
て
貼
り
こ
ん
だ
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

そ
し
て
、
左
下
に
配
さ
れ
て
い
た
赤
い
丸
玉
も
本
バ
ー
ジ
ョ
ン
で
は
削
除
さ
れ
て
い
る
。

　

十
三
・
十
四
頁
に
関
し
て
も
久
保
本
と
奈
良
原
Ａ
本
に
は
異
同
は
な
い
（
参
8
、
図
18
）。
一
方
、

奈
良
原
Ｂ
本
の
頁
構
成
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る（
図
19
）。文
章
の
内
容
は
同
じ
で
あ
る
も
の
の
、

こ
れ
も
書
籍
に
直
接
刷
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
別
紙
に
印
刷
し
た
も
の
を
時
計
回
り
に
傾
け

て
貼
り
付
け
て
い
る
。
そ
し
て
丸
や
三
角
な
ど
で
構
成
さ
れ
た
白
黒
の
図
が
削
除
さ
れ
、
そ
の

か
わ
り
に
久
保
本
の
十
頁
に
印
刷
さ
れ
て
い
た
図
版
（
参
6
）
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　

次
の
十
五
か
ら
十
六
頁
に
か
け
て
は
文
章
が
配
さ
れ
る
（
参
9
）。
こ
れ
は
ふ
た
つ
の
テ
キ
ス

ト
が
交
差
し
た
も
の
で
、
ひ
と
つ
が
十
五
頁
の
左
上
か
ら
右
下
に
か
け
て
の
「
哄
笑
の
連
発
と

過
ぎ
去
っ
た
鉛
色
の
金
鉱
を
内
含
し
た
婦
人
の
靴
下
が
め
り
こ
む
下
水
道
に
浮
ぶ
ラ
ジ
オ
が
未

開
人
の
踊
り
に
ま
ぎ
」
と
い
う
一
文
。
も
う
ひ
と
つ
が
十
五
頁
の
中
央
右
か
ら
十
六
頁
の
左
下

に
む
か
っ
て
の
「
れ
こ
ん
だ
非
常
に
新
し
い
発
明
家
の
帽
子
か
ら
人
間
の
顔
の
昆
虫
が
飛
び
出

す
時
間
に
恐
る
べ
き
倦
怠
が
犬
と
一
緒
に
地
面
を
は
う
夏
の
黒
い
手
形
が
躍
る
タ
イ
ル
」
で
あ
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る
。
奈
良
原
Ｂ
本
は
、
久
保
本
の
十
五
頁
に
あ
た
る
文
章
が
別
の
印
刷
紙
を
切
り
貼
り
し
た
も

の
に
な
っ
て
い
る
。
内
容
や
テ
キ
ス
ト
構
成
に
関
し
て
異
同
は
な
い
。

　

そ
し
て
十
七
頁
か
ら
最
終
頁
に
い
た
る
ま
で
は
（
参
10
～
11
）、
奥
付
を
の
ぞ
い
て
、
全
て
の
諸

本
が
同
様
の
展
開
を
み
せ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
三
種
類
の
『
５
人
の
片
眼
の
兵
隊
』
を
比
較
検
討
す
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
版
で

大
き
な
違
い
の
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
初
版
本
で
あ
る
奈
良
原
Ａ
本
と
そ
れ
以
外
に
違
い
が
あ

る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
後
刷
本
で
あ
る
久
保
本
と
奈
良
原
Ｂ
本
の
間
に
も
大
き
な
隔
た
り
が
あ
っ

た
。
池
田
が
「
こ
れ
（
註
：
『
５
人
の
片
眼
の
兵
隊
』）
は
全
部
手
作
り
だ
か
ら
ね
」（
註
44
）
と

述
べ
て
い
る
点
と
も
矛
盾
し
な
い
。

　

も
ち
ろ
ん
、
奈
良
原
Ｂ
本
を
本
当
に
販
売
用
と
し
て
真
鍋
が
考
え
て
い
た
か
は
慎
重
に
検
討

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
コ
ラ
ー
ジ
ュ
に
強
い
興
味
を
も
っ
て
い
た
真
鍋
と
は
い
え
、
Ｂ
本
だ

け
完
成
度
が
諸
本
と
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
頁
構
成
を
大
胆
に
変
更
し
て
い
く
な
か
で
の
試

し
刷
り
の
よ
う
な
存
在
で
あ
る
可
能
性
も
高
い
。
そ
う
い
っ
た
も
の
で
あ
れ
ば
、
初
版
本
で
あ

る
Ａ
本
と
と
も
に
奈
良
原
が
私
蔵
し
て
い
た
経
緯
も
頷
け
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
三
種
以
外
の
更
な
る
諸
本
が
発
見
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
初
め
て
明

ら
か
に
な
る
点
は
未
だ
残
さ
れ
て
い
る
。
特
に
、「
別
刷
１
５
部
限
定
」
の
表
記
が
存
在
し
な
い
、

純
然
た
る
十
六
部
再
販
本
の
発
見
を
俟
た
な
け
れ
ば
分
か
ら
な
い
部
分
も
多
い
。
今
回
の
新
出

資
料
を
基
軸
と
し
つ
つ
も
、
様
々
な
視
点
か
ら
研
究
が
な
さ
れ
る
べ
き
作
品
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。

五
．
お
わ
り
に

　

真
鍋
が
結
成
に
関
わ
っ
た
「
実
在
者
」
は
、
先
鋭
的
な
油
彩
画
グ
ル
ー
プ
で
あ
っ
た
。
フ
ォ

ル
ム
画
廊
を
中
心
と
し
て
行
わ
れ
た
展
覧
会
は
、
河
原
温
（
一
九
三
二
～
二
〇
一
四
）
を
は
じ

め
と
し
た
同
時
代
の
若
い
画
家
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
皮
肉
な
こ
と
に
、
真
鍋
は
「
実
在
者
」
に
所
属
す
る
こ
と
に
よ
り
、
逆
に
油

絵
の
世
界
か
ら
距
離
を
お
く
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、「
実
在
者
」
の
メ
ン
バ
ー
と
制
作
し
た

『
５
人
の
片
眼
の
兵
隊
』
の
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
ス
が
認
め
ら
れ
、
イ
ラ
ス
ト
の
世
界
へ
と
足
を
踏
み

入
れ
は
じ
め
た
。

　

後
年
、
彼
は
母
校
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
対
し
て
以
下
の
よ
う
に
答
え
て
い
る
。「
僕
は
絵
っ
て

の
は
、
絵
を
通
し
て
発
言
す
る
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
た
わ
け
で
す
よ
。
従
来
の
展
覧
会
に
疑
問

を
持
ち
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
方
法
と
し
て
非
常
に
閉
ざ
さ
れ
て
い
る
と
考
え
、
も
っ
と

多
く
の
人
に
、
安
く
、
観
て
も
ら
え
る
も
の
と
い
う
の
で
油
絵
か
ら
イ
ラ
ス
ト
に
か
わ
っ
た
」（
註

45
）。

　

イ
ラ
ス
ト
・
油
絵
・
漫
画
・
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
、
ど
ん
な
ジ
ャ
ン
ル
に
お
い
て
も
彼
の
初
期

作
品
は
深
淵
で
先
駆
的
で
あ
っ
た
。
た
だ
、
そ
れ
を
ひ
と
り
で
深
く
突
き
詰
め
て
い
く
こ
と
に

彼
の
興
味
は
む
か
な
か
っ
た
。
真
鍋
に
と
っ
て
、
描
く
こ
と
は
そ
の
行
為
だ
け
で
完
結
す
る
も

の
で
な
か
っ
た
か
ら
だ
。
絵
画
は
、
社
会
と
の
接
点
で
あ
っ
た
。

　

そ
し
て
、 「
実
在
者
」と
い
う
極
め
て
限
定
的
で
前
衛
的
な
活
動
を
通
し
て
、真
鍋
は
そ
う
い
っ

た
自
ら
の
性
質
に
気
付
き
始
め
た
。
Ｓ
Ｆ
ブ
ー
ム
や
博
覧
会
ブ
ー
ム
と
い
っ
た
社
会
的
機
運
の

な
か
、 「
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
」
の
第
一
人
者
へ
と
彼
が
の
ぼ
り
つ
め
て
い
く
こ
と
が
で
き
た
の

は
、
こ
の
よ
う
な
若
き
日
の
葛
藤
の
賜
物
で
あ
っ
た
。

　

本
稿
を
な
す
に
あ
た
っ
て
は
、
下
記
の
諸
氏
に
種
々
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
（
敬
称
略
、

五
十
音
順
）。
石
﨑
三
佳
子
、
蝦
名
則
、
菅
春
二
、
蔦
谷
典
子
、
故 

奈
良
原
一
高
、
奈
良
原
恵
子
、

真
鍋
真
、
山
田
和
子
、
柚
山
紀
子
。
ま
た
愛
媛
県
立
図
書
館
の
皆
様
に
は
数
多
く
の
資
料
を
出

納
し
て
い
た
だ
い
た
。
末
筆
で
は
あ
る
が
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
る
。
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【
註
】

（
1
）　

谷
川
俊
太
郎
「
愛
媛
の
昔
語
り
に
つ
い
て
」（『（
新
聞
紙
名
不
明
）』
一
九
六
〇
年
十
一
月
十
六
日
、5104184269

）。

本
註
に
お
い
て
用
い
る
十
桁
の
番
号
は
、
愛
媛
県
立
図
書
館
の
資
料
コ
ー
ド
番
号
で
あ
る
。
な
お
以
下
の
引
用

に
お
け
る
傍
線
は
全
て
筆
者
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

（
2
）　
『「
真
鍋
博
展
」
図
録
』（
東
京
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ギ
ャ
ラ
リ
ー
他
、
二
〇
〇
四
）
一
六
二
～
七
頁
。

（
3
）　

真
鍋
博
「
オ
ヤ
ジ
趣
味
の
人
」（『
文
芸
春
秋
』
一
九
八
六
年
二
月
号
、
二
六
二
頁
）。
冨
太
郎
が
助
役
で
あ
っ
た

こ
と
は
、『
別
子
山
村
史
』（
愛
媛
県
別
子
山
村
、
一
九
八
一
）
二
八
六
頁
に
詳
し
い
。

（
4
）　

三
枝
佐
枝
子
『
日
本
の
母
た
ち
』（
一
九
七
三
、
中
央
公
論
社
）
二
七
九
頁
。
母
親
で
あ
る
喜
美
江
に
つ
い
て
は

本
書
が
詳
し
い
。

（
5
）　

前
掲
（
3
）
参
照
。
真
鍋
冨
太
郎
に
つ
い
て
は
、
真
鍋
喬
編
『
父
・
真
鍋
冨
太
郎
』（
一
九
七
一
）
が
そ
の
制
作

物
な
ど
も
含
め
て
掲
載
し
て
い
る
。

（
6
）　

真
鍋
博
「
西
高
、
80
周
年
に
思
う
こ
と
」（『
樟
樹
』V

ol.8

、
一
九
九
七
、三
頁
）。

（
7
）　
「
賞
状
」（
愛
媛
県
立
図
書
館
蔵
、5104348128

）。
愛
媛
県
立
図
書
館
が
所
蔵
す
る
真
鍋
博
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
特

別
取
扱
資
料
と
し
て
公
開
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
本
稿
で
用
い
た
資
料
の
な
か
に
は
、
個
人
資
料
と
し
て
一
般
公

開
を
制
限
し
て
い
る
も
の
が
あ
る
。

（
8
）　
『「
小
磯
良
平
・
オ
リ
ゾ
ン
洋
画
研
究
所
再
考
」
展
図
録
』（
新
居
浜
市
美
術
館
、
二
〇
一
七
）
参
照
。

（
9
）　
『「
西
澤
富
義
―
オ
リ
ゾ
ン
洋
画
研
究
所
」
展
図
録
』（
新
居
浜
市
立
郷
土
美
術
館
、
一
九
九
五
）。
小
磯
へ
の
興
味

は
晩
年
に
な
っ
て
も
持
ち
続
け
て
お
り
、
小
磯
の
没
後
（
平
成
四
年
）
に
設
立
さ
れ
た
神
戸
市
小
磯
記
念
美
術

館
を
真
鍋
は
平
成
五
年
（
一
九
九
三
）
十
二
月
二
日
（
木
）
に
訪
れ
て
い
る
。『
真
鍋
博
日
記
一
九
九
三
年
』（
愛

媛
県
立
図
書
館
蔵
、5104346062

）。

（
10
）　

多
く
の
文
献
が
彼
を
多
摩
美
術
大
学
油
画
科
の
出
身
と
し
て
い
る
が
、
正
式
に
は
多
摩
美
術
短
期
大
学
の
美
術

学
部
絵
画
科
で
あ
る
。
大
学
名
の
表
記
に
つ
い
て
は
真
鍋
自
身
が
一
番
気
に
し
て
い
た
よ
う
で
、
自
ら
の
個
展

を
池
田
二
十
世
紀
美
術
館
に
お
い
て
開
催
す
る
に
あ
た
り
、多
摩
美
術
大
学
の
森
信
と
い
う
人
物
に
確
認
を
と
っ

て
い
る
。「
卒
業
時
の
大
学
名
の
こ
と
で
ご
助
言
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
図
録
も
会
場
の
略

歴
も
す
べ
て
、現
多
摩
美
大
に
し
ま
し
た
」（『
真
鍋
博
日
記
一
九
九
六
年
一
～
六
月
』
一
九
九
六
年
五
月
十
九
日
、

愛
媛
県
立
図
書
館
蔵
、5104346100

）。
た
だ
し
、
昭
和
五
〇
年
に
は
多
摩
美
術
大
学
大
学
院
デ
ザ
イ
ン
専
門
課

程
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
専
攻
に
入
学
し
、
そ
の
二
年
後
に
修
了
し
て
い
る
の
で
、
最
終
学
歴
は
多
摩
美
術

大
学
大
学
院
と
な
る
。

（
11
）　
「
第
一
回
真
鍋
博
個
展
」
略
歴
（
一
九
五
四
、
愛
媛
県
立
図
書
館
蔵
、5104336123

）。

（
12
）　
「
真
鍋
博
個
展
（
チ
ラ
シ
）」（
一
九
五
五
、
愛
媛
県
立
図
書
館
蔵
、5104336097

）。

（
13
）　

土
方
定
一
「
美
術
団
体
の
自
己
告
白
」（『
毎
日
新
聞
』
一
九
五
六
年
十
月
十
三
日
）。

（
14
）　

奈
良
原
一
高
『
太
陽
の
肖
像
文
集
』（
二
〇
一
六
、
白
水
社
）
二
十
六
頁
。
初
出
は
、「
あ
る
未
知
へ
の
発
端
」（『
ア

サ
ヒ
カ
メ
ラ
』
一
九
六
〇
年
十
一
月
号
）。

（
15
）　

前
掲
（
11
）
参
照
。

（
16
）　
「
グ
ル
ー
プ
「
実
在
者
」
展　

テ
ー
マ
「
戦
争
」（
作
品
目
録
）」（
一
九
五
五
、
愛
媛
県
立
図
書
館
蔵
、

5104335614

）。

（
17
）　
「
グ
ル
ー
プ
「
実
在
者
」
結
成
通
知
」（
一
九
五
五
、
愛
媛
県
立
図
書
館
蔵
、5104372700

）。

（
18
）　

前
掲
（
16
）
参
照
。

（
19
）　

本
日
記
は
旧
池
田
満
寿
夫
美
術
館
が
所
蔵
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
当
館
に
は
、
宮
澤
壯
佳
（
旧
池
田
満
寿
夫

美
術
館
館
長
）
か
ら
送
ら
れ
た
該
当
頁
の
複
写
物
が
残
っ
て
お
り
、
今
回
は
そ
れ
を
使
用
し
た
。
現
在
の
所
在

の
有
無
な
ど
に
つ
い
て
は
未
だ
確
認
は
と
れ
て
い
な
い
。

（
20
）　

宮
澤
壯
佳
『
池
田
満
寿
夫
―
流
転
の
調
書
』（
二
〇
〇
三
、
玲
風
書
房
）
八
十
五
～
六
頁
。

（
21
）　

舟
木
日
夫
「
展
覧
会
評
七
・
八
月
」（『
ア
ト
リ
エ
』N

o.344

、
一
九
五
五
年
十
月
）。

（
22
）　

藤
井
昇
「
実
在
者
グ
ル
ー
プ
展
」（『
美
術
批
評
』
一
九
五
五
年
九
月
号
、
五
十
九
頁
）。

（
23
）　
『
二
紀
会
五
〇
年
史
』（
財
団
法
人
二
紀
会
、
一
九
九
八
）
一
九
一
頁
。

（
24
）　
「
グ
ル
ー
プ
「
実
在
者
」
の
立
場
か
ら
」（『
美
術
批
評
』
一
九
五
五
年
十
二
月
号
、
五
頁
）。

（
25
）　
「
グ
ル
ー
プ
と
既
成
団
体
」（『
芸
術
新
潮
』
第
七
巻
第
一
号
、
一
九
五
六
年
一
月
、
十
六
～
七
頁
）。

（
26
）　
『
池
田
満
寿
夫
グ
ラ
フ
ィ
テ
ィ
』（
一
九
七
七
、
潮
出
版
社
）
一
四
二
頁
。

（
27
）　http://w

w
w

.oralarthistory.org/archives/ay-o/interview
_01.php

、「
靉
嘔
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
」

（
二
〇
一
一
）。

（
28
）　

真
鍋
博
「
個
展
を
前
に
」（『
愛
媛
新
聞
』
一
九
五
六
年
二
月
七
日
）
に
お
い
て
、
彼
は
「
私
は
こ
こ
で
は
っ
き
り
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と
宣
言
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
私
は
絵
画
を
通
し
て
時
代
に
参
加
し
て
い
る
」
と
語
っ
て
い
る
。

（
29
）　

真
鍋
博
「
イ
ラ
ス
ト
・
エ
ッ
セ
イ
一
二　

 

こ
の
美
術
の
秋
」（『
Ｐ
Ｌ
』
一
九
七
四
年
十
二
月
号
、
四
十
四
頁
）。『
プ

リ
ン
ト
ア
ー
ト
』
第
４
号
（
一
九
七
二
年
三
月
）
に
お
い
て
も
、
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
の
師
事
し
た
人
の
項
に
宮
本

の
名
前
を
真
鍋
は
だ
し
て
い
る
。

（
30
）　

前
掲
（
26
）
一
四
五
～
六
頁
に
お
い
て
、真
鍋
は
当
時
の
こ
と
を
以
下
の
よ
う
に
回
想
し
て
い
る
。「
だ
か
ら
「
実

在
者
」
の
と
き
に
、
み
ん
な
か
ら
ぼ
く
は
総
ス
カ
ン
を
食
っ
て
ネ
、
刀
で
斬
り
つ
け
ら
れ
た
よ
う
な
も
の
だ
ね
」。

（
31
）　
「
グ
ル
ー
プ
「
実
在
者
」
退
会
通
知
」（
一
九
五
五
、
愛
媛
県
立
図
書
館
蔵
、5104372712

）。

（
32
）　
『
真
鍋
博
日
記
一
九
九
六
年
一
～
六
月
』（
愛
媛
県
立
図
書
館
蔵
、5104346100

）。
な
お
堀
内
康
司
に
つ
い
て
は
、

堀
内
美
智
子 

監
修
『
堀
内
康
司
の
遺
し
た
も
の
』（
二
〇
一
三
、
求
龍
堂
）
を
参
照
し
た
。

（
33
）　

真
鍋
博
「「
ひ
か
り
」
の
な
か
で
―
装
幀
自
評
」（『
波
』V

ol.21 N
o.11

、
一
九
八
七
年
十
一
月
号
）。

（
34
）　

真
鍋
博
「
週
刊
新
潮
掲
示
板
」（『
週
刊
新
潮
』
一
九
九
三
年
一
月
七
日
新
年
特
大
号
、
一
七
九
頁
）。

（
35
）　

池
田
満
寿
夫
「
真
鍋
博
の
コ
ン
パ
ク
ト
さ
れ
た
世
界
」（『
真
鍋
博 O

riginal 1975

』
一
九
七
五
年
、
講
談
社
）。

（
36
）　
『
池
田
満
寿
夫
詩
集
』（
一
九
七
九
、
水
兵
社
＋
深
夜
叢
書
）
一
八
二
～
三
頁
。

（
37
）　

た
だ
し
、
前
掲
（
36
）
に
詩
文
部
分
の
み
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
38
）　

前
掲
（
20
）
一
〇
〇
頁
が
簡
潔
に
ま
と
め
て
い
る
よ
う
に
、
池
田
満
寿
夫
と
久
保
貞
次
郎
の
間
に
は
深
い
つ
な

が
り
が
あ
っ
た
。
例
え
ば
池
田
の
最
初
の
色
彩
銅
版
画
集
を
久
保
は
五
部
購
入
し
て
い
る
。
こ
う
い
っ
た
関
係

性
の
な
か
で
久
保
が
本
書
を
所
蔵
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
39
）　

少
な
く
と
も
池
田
は
、
奈
良
原
が
複
数
冊
を
所
有
し
て
い
る
と
考
え
て
い
た
。
少
し
長
く
な
る
が
引
用
し
て
み

た
い
。「
こ
の
「
実
在
者
」
は
六
ヵ
月
も
続
か
な
い
う
ち
に
解
散
し
て
し
ま
っ
た
が
、
そ
の
あ
と
に
真
鍋
博
と
一

高
と
私
と
で
一
冊
の
奇
妙
な
詩
画
集
を
つ
く
っ
た
。
今
で
は
誰
れ
も
見
る
こ
と
の
出
来
な
い
詩
集
「
五

（
マ
マ
）人

の
片

眼
の
兵
隊
」
が
そ
れ
で
あ
る
。
オ
ー
ト
マ
チ
ズ
ム
に
よ
る
シ
ュ
ー
ル
リ
ア
リ
ズ
ム
調
の
詩
文
を
私
が
書
き
、
オ

リ
ジ
ナ
ル
・
エ
ッ
チ
ン
グ
と
挿
画
と
レ
イ
ア
ウ
ト
を
真
鍋
博
が
し
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
写
真
を
一
枚
扉
に
張
り
つ
け

た
も
の
だ
が
、
こ
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
は
一
高
の
写
真
で
あ
っ
た
。
本
文
と
挿
画
は
ガ
リ
版
の
十
数
ペ
ー
ジ
に
も
満

た
な
い
薄
っ
ぺ
ら
な
詩
集
で
、
全
部
で
三
十
部
位
し
か
刊
行
し
な
か
っ
た
。（
中
略
）
数
年
前
、
あ
る
必
要
に
せ

ま
ら
れ
て
こ
の
詩
集
が
入
用
だ
っ
た
が
、真
鍋
博
も
私
自
身
も
一
部
も
手
元
に
持
っ
て
い
な
か
っ
た
。
一
高
だ
っ

て
持
っ
て
い
な
い
だ
ろ
う
と
思
い
、
そ
れ
で
も
念
の
た
め
に
聞
い
て
み
る
と
驚
く
な
か
れ
二
冊
も
ち
ゃ
ん
と
保

管
し
て
あ
っ
た
の
だ
。
二
冊
見
た
わ
け
で
は
な
い
が
一
冊
を
気
前
よ
く
私
に
く
れ
る
と
い
う
の
で
、
も
う
一
冊

自
分
で
持
っ
て
い
な
い
限
り
そ
ん
な
に
気
前
い
い
は
ず
が
な
い
と
い
う
私
の
推
量
に
他
な
ら
な
い
」（
池
田
満
寿

夫
「
Ｉ
Ｋ
Ｋ
Ｏ
と
私
」（『
六
月
の
風
』N

o.16

、
一
九
七
六
、U

nacT
okyo

、
六
～
七
頁
））。

（
40
）　

奈
良
原
一
高
『
太
陽
の
肖
像 

文
集
』（
二
〇
一
六
、
白
水
社
）
八
十
八
頁
。

（
41
）　

そ
こ
に
は
タ
イ
ト
ル
と
と
も
に
以
下
の
文
章
が
記
さ
れ
て
い
る
。「
オ
ー
ト
マ
チ
ズ
ム
に
よ
る
詩
・
池
田
満
壽
夫

／
表
紙
エ
ッ
チ
ン
グ
本
文
構
成
・
眞
鍋
博　

写
真
・
奈
良
原
一
高
／
Ａ
５
版　

４
０
部
限
定　

本
文
タ
イ
プ
孔

版　

２
５
０
円
／
泰
山
堂
／
中
央
区
日
本
橋
本
町
１
～
３ （24

）0826

」。

（
42
）　
「
年
譜
」（
奈
良
原
一
高 

編
『
奈
良
原
一
高
の
宇
宙
王
国
』
朝
日
新
聞
社
、
一
九
八
三
）。

（
43
）　

前
掲
（
36
）
一
八
三
頁
。

（
44
）　

前
掲
（
26
）
一
三
九
頁
。

（
45
）　
『
多
摩
美
新
聞
』N

o.4

、
一
九
七
七
年
六
月
二
十
一
日
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図 1
「グループ「実在者」結成通知」
（1955、愛媛県立図書館蔵 )

図 4
「奥付」（『5 人の片眼の兵隊（奈良原 A 本）』
1956、個人蔵）

図 2
「グループ「実在者」退会通知」
（1955、愛媛県立図書館蔵 )

図 5
「奥付」（『5 人の片眼の兵隊（久保本）』
1956、個人蔵）

図 3
「カバー」（『5 人の片眼の兵隊（久保本）』1956、個人蔵）

図 6
「奥付」（『5 人の片眼の兵隊（奈良原 B 本）』
1956、個人蔵）
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図 7
真鍋博「表紙エッチング」（『5 人の片眼の兵隊（久保本）』1956、個人蔵）

図 8
《（包帯人間）》（制作年未詳、当館蔵）
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図 9
「表紙」（『5 人の片眼の兵隊（奈良原 A 本）』1956、個人蔵）

図 10
「扉」（『5 人の片眼の兵隊（奈良原 A 本）』1956、個人蔵）
写真部分は ©IKKO NARAHARA

図 11
「扉」（『5 人の片眼の兵隊（奈良原 B 本）』1956、個人蔵）
写真部分は ©IKKO NARAHARA
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図 12
『5 人の片眼の兵隊（奈良原 B 本）』（1956、個人蔵）

図 14
『5 人の片眼の兵隊（奈良原 B 本）』（1956、個人蔵）

図 16
『5 人の片眼の兵隊（奈良原 A 本）』（1956、個人蔵）

図 13
真鍋博《こん虫》（1956、当館蔵）

図 15
『5 人の片眼の兵隊（奈良原 B 本）』（1956、個人蔵）

図 17
『5 人の片眼の兵隊（奈良原 B 本）』（1956、個人蔵）
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図 18
『5 人の片眼の兵隊（奈良原 A 本）』（1956、個人蔵）

図 19
『5 人の片眼の兵隊（奈良原 B 本）』（1956、個人蔵）
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参 1：真鍋博エッチング（旧表紙カ）、扉（奈良原一高写真欠）

参 2：1 ～ 2 頁

参 3：3 ～ 4 頁
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参 4：5 ～ 6 頁
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参 6：9 ～ 10 頁

〔28〕

愛媛県美術館紀要　第18号（2019）



参 7：11 ～ 12 頁
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参 12：裏表紙
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